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説明内容
• （共通問題）漁獲量の推定

• （共通問題）資源量指標値の算定。

• （共通問題）新2系ルールによる算定漁獲量の計算。

• 資源評価結果の簡易版の説明
マルアジ ⽇本海⻄・東シナ海系群
むろあじ類（東シナ海）
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⿂種別漁獲量の推定
• 漁獲統計資料では、「むろあじ類」の中にすべての
種が含まれている。

ただし、
• ⼤中型まき網はマルアジと(その他)むろあじ類の漁
獲量が報告されている。

• ⿅児島県ではマルアジと(その他)むろあじ類の⽔揚
量が報告されている。

• ⼤中型まき網と⿅児島県以外の県のマルアジ漁獲率
を推定することで、マルアジと（その他）むろあじ
類の漁獲量を推定する。
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マルアジ割合の推定⽅法
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熊本 ⻑崎 佐賀 福岡 ⼭⼝ 島根 ⿃取

マルアジ割合 0.85 0.91 0.74 0.81 0.83 0.91 0.91

⼤中まき漁績によるマルアジ割合の推定② (Hino et al., in press)

①⽇本海・東シナ海での⼤中型まき網の漁績を⽤いて漁区毎にマルアジ⽐率を計算。
②⿃取県~熊本県地先での漁区におけるマルアジ⽐率を採⽤。
③むろあじ類（マルアジ除く）は農林統計（むろあじ類）からマルアジ漁獲量を引く。
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マルアジの漁獲量推定値

●増減を繰り返しながら2〜14千トンで推移。2021年は4,321トン
●最近では、⻑崎(7割)＞⼤中まき(1割)＞⿅児島＞⼭⼝・福岡＞佐賀・島根＞熊本・⿃取
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8

ムロアジ類の漁獲量推定値

●増減を繰り返しながら3〜25千トンで推移。2021年は3,862トン

●最近では、⿅児島(5割)＞⼤中まき(4割) ＞⻑崎＞熊本
●⼤中まきの占める割合は⻑期的に減少傾向(90年代は8割)

標準化

漁獲量=⼤中まき＋⿅児島・⻑崎・熊本
集計値 農林統計ムロアジ類漁獲量－⼤中まき－マルアジ漁獲量推定値
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説明内容
• （共通問題）漁獲量の推定

• （共通問題）資源量指標値の算定。

• （共通問題）新2系ルールによる算定漁獲量の計算。

• 資源評価結果の簡易版の説明
マルアジ ⽇本海⻄・東シナ海系群
むろあじ類（東シナ海）
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狙い操業について

狙い操業を考慮したCPUEの再計算

むろあじ類・マルアジ以外の⿂が多い時

むろあじ類は狙わずアジ・サバ・
イワシを漁獲する
わずかに漁獲されるむろあじ類の
漁獲を考慮してCPUEを計算すると
過⼩評価になる

むろあじ類・マルアジ以外の⿂が少ない時

むろあじ以外の⿂を狙わず、むろ
あじ類を狙って漁獲する。
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狙い操業を考慮したCPUEの計算

1）狙い操業の影響を除去をするために、狙っている種がどの
ような操業パターンを持っているのかを確かめる。
2）フィルタリングをして解析対象種の狙っている操業のみを
抽出する(Biseau 1998の⽅法を使⽤)。
3）抽出されたデータを⽤いて、年、季節、環境要因などの影
響を除去したCPUE標準化を⾏う。

は狙ってい
ない。

を狙ってい
る。
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累積漁獲率90%

累積漁獲率
75%

⽅法︓ フィルタリング
Biseau（1998）の⼿法

• 「狙い操業」として、各年の総漁獲量の「x %」に達するように、⼀⽇
当たりの対象⿂の占有率が⾼いデータから順に抽出.

• データ抽出の基準「x」値は「説明レベル」と呼ばれる.このスライドでは
以後累積漁獲率と呼ぶ。

• 上記の⽅法で抽出したデータでのCPUEをDirected CPUEと呼称.
※ マイワシ対⾺暖流系群やクサカリツボダイでは累積漁獲率に90%を使⽤.

漁獲物中に対象⿂が占める割合（占有率）
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資源量指標値︓マルアジ
(⼤中まきと⻑崎中・⼩型まきの標準化CPUEの相乗平均)

●⼤中まきと中・⼩型まきの標準化CPUEは、概ね同様の傾向で増減
2018年には中・⼩型まきが⼀時的に増加して過去最⾼値
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資源量指標値

●資源量指標値（〇）は従来の資源密度指数（▲）と⽐べると、概ね同様の傾向で増減するが、
増減幅が抑えられ、90年代後半を低めに、2010年代を⾼めに推定
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資源量指標値、むろあじ類
(⼤中まきと⿅児島中・⼩型まきの標準化CPUEの相乗平均)
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●⼤中まきと中・⼩型まきの標準化CPUEは、概ね同様の傾向で増減
⼤中まきは増減幅が⼤きく2009,2015,2020年に⼀時的に増加

●資源量指標値（〇）は従来の資源密度指数（▲）と⽐べると、概ね同様の傾向で増減するが、
増減幅が抑えられ、 90年代後半を低めに、2017年以降を⾼めに推定
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説明内容
• （共通問題）漁獲量の推定

• （共通問題）資源量指標値の算定。

• （共通問題）新2系ルールによる算定漁獲量の計算。

• 資源評価結果の簡易版の説明
マルアジ ⽇本海⻄・東シナ海系群
むろあじ類（東シナ海）
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新2系の漁獲管理規則
• 資源量の推定値が不明、再⽣産関係が不確実でMSY管理

基準値が得られない場合には、
「漁獲量と資源量指標値（CPUE)の時系列データを⽤い
て、資源量の変化量をみて2年後のABCを決定するよう
な経験的な漁獲管理規則」を⽤いる。

資源量指標値を0～100％の資源量
水準に換算する。
80％水準を目標水準、 56％水準を
限界水準と提案する。

資源量指標値のトレンド

資源量水準に応じて、漁獲量
を増減させる係数（α）を決定

漁獲管理規則 漁獲量とABC

ABC=過去5年平均漁獲量×α
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説明内容
• （共通問題）漁獲量の推定

• （共通問題）資源量指標値の算定。

• （共通問題）新2系ルールによる算定漁獲量の計算。

• 資源評価結果の簡易版の説明
マルアジ ⽇本海⻄・東シナ海系群
むろあじ類（東シナ海）
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